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ミカン缶詰工場の廃水処理  

毛利 威徳・川崎 陽子・平井 厚子  

Tlle W88b DispDSalin Orange Callning Factorys by Bi0logical北e也od．  

（Ⅰ）Wastes Treatmentin Orange Canning Factorys  

TakenoriMouri，Yoko Kawasakiand Atsuko Hirai．  

RemovelofBOD fromOrange Canningwastes、、・ith the activated sludge method was  

exa皿inedin Laboratory Scale．   

Pectin containedin Orange wastes was easily decomposed and the treatment was  

sucessfully performedwithout controlling pH and supplementing nitrate．The analyticaL  

results ofthe alkalitreated wasts oracid treatedwastes were a fo11ows．（Tablel）The pH  

ヽ・alue of theCombined wastes used was7．4．   

The fermentationwas conductedin a500mlshaking flask on the reclprOCatlng Shaker  

havinga path 6cmwith120rpm．   

The optimum conditionsforthe activated sludgetreatment ofthe wastes at 25OC were  

as follows．  

Therate ofthe aeration Kd value was 8×10－1丁，pHvalue was from6 to 8 and the  

sludgeconcentrationwas4to 5％．  

The sludge settled normally，andthe sltldgevolumeindexes werefrom15to30．   

1．緒  

近年工場廃水問題が大きく取上げられるようlこなり缶詰産業においても廃水処琵問題の解決が急  

がれている．凝集沈毅法等の物理化学的な方法ではBOD，CODの除去率が4d～60％と低くどう  

しても生物処矧こたよらなくてはならないと思われる．しかし一般の工場と異なり季節産業である  

ために活性汚泥法の様な微生物処理は汚泥の劉養等の点で困発とされるが，劇毒に留意して行えば  

90％以上のBOD除去率を上げ得る利点があると考えられる．本報では，廃水の種類をミカン缶詰  

廃永に限定した．活性汚泥法の処理効率は廃水の質および添加量，返送汚泥量，供給駿素量，滞留  

時間，漬拝条件，pH．温度等に支配されるので各条件について検討を行った．  

2．実 験 方 法  

2・1ミカン廃永：ミカン缶詰工場での酸処選液，アルカリ処理液を1‥2の割合で混合し略々  

中和した状態のものを使用したその分析結果はTablelの如くである．   

一般に能率よく処理するためには栄養源のバランス，阻害物等について充分考慮しなければなら  
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ない．Sawyerl）は行水中にBO  

Dに対し窒素が最少兢2，燐が  

与i50含まれていることが必要と  

している．したがって本実験で  

ほ BOD：N：P＝100：5：1を  

使用し，窒素源は硫酸アンモン  

Tablel Composition ofcanningwasteoforange．  

（＊KヱCr20一法）  

とカザミノ酸を使用，リン敢はKH2POヰを添加した．ミカンの場合Tablelの如く窒素瀬が少ない  

ために窒素源をおぎなうことが必要条  

件と考えられる。   

2・2 活性汚泥の培養 51フラスコ  

に上記の廃液を3倍希釈して25じCの  

恒温重でコンプレッサーによって，曝  

気を行い毎日一定量の廃水を添加し  

汚泥を集超した．その結果はTable2  

の如くである．約1週間培養を行っ  

Table2 Relation ofsludge concentration to  

aeratlOn time．  

た．   

2・3 囁気方法 500ml振牽フラスコに活性汚泥と  

廃永を一定量とり回転数120spm鼓幅5cm培養温度  

250Cの条件で抜海培養を行った．噴気量は亜硫酸ソ  

ーダ法明こよる酸素吸収遠皮恒数kd（gmol／min／ml  

／alm）を指標としたが500mlフラスコ中の液鼠とkd  

の関係はFiglの如くである．   

2・4 汚泥容積 噴気液を100mlメスシリンダーに  

とり30分間静置したときの沈降汚泥量（％）で表した．   

2・5 活性汚泥濃度 10ml目盛仲通沈菅に噴気液  

を均一に脛拝してとり3、00OfpmlO分間遠心分離した  

時の沈降汚泥量（％）で表した．  
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Figl Reladon betweenliquidⅧ1ume  
and Kd．   

2・6 一般分析 JIS規格又市川らの方法ユ）に準  

じておこなった．CODはK2Crヱ0丁法，Ⅹ丸山01法，BODはウィンクラー変法によった．なお壌  

気液のCOD，BOD測定および処理水の永質分析は3，000rpmlO分間の遍尤、分離後の上澄液につ  

いておこなった．  

3．実 験 結 果  

3・1ミカン缶詰工場の廃水について A工場，B工場の総合排水また薬品処理廃液について蓮  

時的にpH，SS（浮遊物質）COD，BODの測定を行った，A，B工場共に1日の絵廃水畳は1，（泊0  
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Fig31rariation of＼Vater pOllulionitem50f  
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Fig 2 Variation of water pollution ltems of 
wastewaterfromorange canning．  

tであった．その測定結果を示すとFig 2，  

Table3，Fig3，4の如くである．   

この様に総合廃水では最高値でBOD420ppm  

COD370ppmであるが，薬品処理廃水について  

8   川 12 14 1  
tlme  

Fig4 Variation ofwater pollutionitemsof  

waste water from orange eanning．  

ほ最高がBOD2，500ppm，CO  

D2．00Oppm 最低でもBOD  

l，500ppm．CODl，00Oppmと  

なり薬品処理廃水が非常に問題  

になる．したがって薬品処理靡  

Table3 Variation oEIVater pOllutionitemsofwaste  
waterfrom orange cannlng．  

CO馳縛灘糎（ppm）  SS（ppm）   

158．1  

261．8  

213．1  

23さ．1  

266．0  

423．0  

344．4  

374．1  

146．7  

水について検討を行った．  11〝   

3・2 ミカン缶詰工場廃水の 12”  
13〝  

CODとBODの関係 A工場   1ヰ 〝  

Bエ場の廃水についてCODは   15 〝  

16 ／y  

K入血0一法、BODはウィンク  

ラー変法によりCOD，BOD  

の関係を換討した．その結果はFig 5の如くである．   

CODとBODの関係はBO工）＝1、115（COD）－65となり相関性が認められた．これは三島民らi）  

の報告とほぼ－敦する．   

3・3 ミカン廃水処理条件の検討   

3・3・1kdの影尊 顔水のCODl．4（氾ppm，汚泥濃度5％になる様に汚泥を混合し500mlの  
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振翌フラスコに 50ml～400mlを分注  

し，Figlの様にそれぞれのkdに  

対応させて，12時間振盈を行った．そ  

の振藍培養液のCOD除去率を示すと  

Table4の如くである．   

COD除去のための鼓適kdは28～  

19×10‾7附近にあることを認めた．爆  

気条件が大きい程良い結果を得ている  

が連続処理に移す場合kdが処理効率  

に大きな影響をおよばすので，その点  

について考慮しなければならないと考  

える．   
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【n  

0  500  1000  

Fig 5 Relation between王さOD andCOD．  

1500  
COD ppm  

3・3・2 p打の影響 汚泥  

濃度5％になる様に汚泥を混合  

し，塩酸と苛性ソーダーで初発  

pHを5．0～8．0に調節後500ml  

振患フラスコ に50ml分注し  

た．12時間表丑培養を行った結  

果はTable 5の如くである．   

処理の最適pHほ6～7と認  

められた．pHが8．0以上にな  

ると処理能力は低下した．しか  

し最終のpH7．0～8．0に上がっ  

た．   

3・3・3 汚泥濃度の影響  

汚泥濃度が4～6％になる様に  

廃水と汚泥を混合し培養を行っ  

Table 4 EfEectofkdon activated sludge trea亡ment  

of waste．  

e加  

（掛）lptIl慧悪評l慧  ml  

Table 5 Effect ofpH on activated sludge treatment  

of waste  

Table 6 Effectofsludge concentration on  
activatedsludgetreabnentofwaste．  

た結果Table 6の如くである．   

汚泥濃度が増加する程，処理液は短時間で処  

理でき，能率が長いことが明らかiこなった．し  

かし廃水処理において6～7％以上に汚泥を維  

持することは，事実上困薙である．また処理  

水と汚泥との分離に汚泥量が多くなると長時間  

聖霊慧笥een［lpHl諾IR。よ慧％  

を要するので，汚泥濃度は5％内外が良いのではないかと思われる．   

3・3・4 経過時間による影響 廃水のCODを1，400ppmとし，温度250C．汚泥濃度5％，  
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kd（50ml）＝翁．0×10‾7の処理条件で転塾培養  

し，培養液を経時的に分析した結果Table 7  

の如くである．   

Table 7を図示すると Fig．6 の如くであ  

る．   

この結果より4時間日から約80％のCOD除  

去率を示すことが明らかになった．連装処理に  

うつす場合，滞留時間4時間で能率よく処理す  

ることができるものと思われる．   

3・3・5 窒素霧による影響 ミカン廃水の  

CODを1，40Oppmに詔節し，COD：N：Pの  

比が100：5：1になる様に窒素源，栄藤を加え  

500ml表題フラスコに50ml分注し，12時間培  

養を行った．その籍果はTable 8 の如くであ  

る．   

この程にケイフンの場合が，汲も長い籍果が  

得られた．しかしケイ7ンの場合窒素量がはっ  

きりしないために．0．1％添加を行った．また  

Table7 Effectoftrcating timeon COD  

removal．  

TreadngTime lpHl慧IRem慧％  
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Fig 6 Relation ofBOD and aeration time．  

Table 8 Effect ofni加gensouce BOD removal．  
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Removal  SIudge Volume  
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硫安，尿素，ペプトン，カザミ  

ノ酸は窒素源として良いことが  

明らかになった．添加量は2，000  

ppmとした．   

3・4 各種菌によるCODの  

除去効果 みかん廃水の様に糖  

類（ペクチン質）の多い廃水の  

処ヲ聖には，どの様な菌が適して  

いるかについて検討した結果，  

Table 9 RemovalofCODby microorganismsandmouIds．  

‾  〇 ‾   



Table 9のどとくである．   

純粋な教生物よりもみかん廃水を流している下水より採取した汚泥の方がCOD除去率としては  

82％と，高い値を示している．この事より廃水処理には混合培養がよいと思われる．純粋培養の場  

合，キノコ（シイタケ）菌等では約50％のCOT〕除去率であった．しかし薗休を食巷資源として利  

用する場合は，純粋培養でなくてはならないと思われる．   

3・5 各種汚泥によるCOD  

除去効果 前項で混合培養が廃  

水処理に適していると考えられ  

るので各藩廃水処理に使用した  

汚泥についてみかん廃永に適し  

ているか，また汚泥の冷凍保存  

の可能性について検討した結果  

TablelO RemovalofCODby activatedsludgefrom  
vdous media．  

pHt聖霊監Coneentl慧IR慧al  

TablelOの如くである．   

前項の実験で使用した5日間別巻の菌が，COD除去率において鼓も長いことが明らかになった・  

各種異なった廃水処理汚泥でも80％上のCOT）除去の効果を上げることができた．－200cで凍結  

した汚泥では70％前後の除去率であったが．浮遊物が多く沈澱分離が不可能であった．（しかし真  

部氏は飢像状態で保存すれば良い結果が得られると報告している．）この原園は微生物が自己消化  

をおこすことと，原生動物が死液するためではないかと思われる．したがって汚泥の保存法につい  

ては今後検討しなくてはならないと思われる．  

4．考  察  

ミカン缶詰廃水においても活性汚泥法により，一般の工場廃永処理と同じ様に能率よく処理でき  

ることが認められた．またミカン廃水の活性汚泥法では初発BODは1、00Oppm以下が適当であっ  

た．この事はSawyerら1）がとなえている曝気槽忙おけるBOD負荷量を0．6kg／mS／日以下という  

報告と良く一致している．汚泥濃度については曝気槽中の濃度が5％程度が良い．しかしあまり多  

くなると沈鼓槽における沈毅が悪くなるためである．また汚泥濃度としては1，500～3，00q押m が  

点いのではないかと思われる．この事も紫田¢），小野了）らの産糞廃水の処理と良く一致する・みかん  

廃水の場合．窒素源は少なく，また特殊な低分子の糖のために教生物によって利用されがたく汚  

泥の発育が悪いことが特徴づけられる．したがって汚泥濃度を上げるために有線の窒素源，少量の  

米のとぎ汁，グルコース等が必要でありこれほ他の産菓廃水と異なった点である．今後栄養源の検  

討をしなくてほならないと考えている，缶詰産業が季節産箕であるため汚泥の劉養がもう一つの問  

題になるが，混合培養ではいろいろな方面の汚泥を使用しても80％以上の除去率がえられるので他  

の汚泥を利用することにより一週間程度の汚泥の馴養で充分みかん廃水処理に使用できるものと考  

える．  

5．要  約  

一 6 －   



みかん缶詰廃水の愚生物による処理試験の結果，温度おOCにおいてkd19～㍊×10－7，pH5～7  

および汚泥濃度5～6％の条件で良好な処理成績をあげられた．また曝気槽においてBOD負荷監  

は最高3～3．5kg／mソ日で充分連続処理が可能である．汚泥をそのまま－200C，－50C冷凍した  

場合，浮適物が生じ汚覿が不可能になった．またBOD除去率は，冷凍以前より悪い結果を得た．  
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